
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

規

則

○
福
島
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一

訓

令

○
職
員
の
駐
在
及
び
駐
在
員
の
服
務
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

二

○
福
島
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

二

福
島
県
教
育
委
員
会

○
教
育
庁
職
員
の
駐
在
及
び
駐
在
員
の
服
務
等
に
関
す
る
規
程

三

○
指
導
主
事
の
駐
在
及
び
服
務
等
に
関
す
る
規
程
を
廃
止
す
る
規
程

七

福
島
県
人
事
委
員
会

○
勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

七

○
福
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

七

○
公
印
を
新
調
し
使
用
を
開
始
す
る
件

七

規

則

福
島
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

福
島
県
規
則
第
三
十
六
号

福
島
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
福
島
県
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

五
条
第
七
号
⑴
中
「
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
」
を
「
県
が
所
轄
庁
と
な
る
法
人
の
う
ち
社
会
福

祉
協
議
会
」
に
改
め
、
同
号
⑵
中
「
保
育
所
」
を
「
県
が
所
轄
庁
と
な
る
法
人
の
う
ち
保
育
所
」
に
改

め
る
。

第
六
条
第
二
十
六
号
⑼
中
「
及
び
第
二
項
」
を
「
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
⑽
か
ら
⒀
ま

で
の
規
定
中
「
第
十
四
条
第
三
項
」
を
「
第
十
四
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
号
⒁
中
「
動
物
取
扱
業
者

登
録
簿
」
を
「
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
登
録
簿
」
に
改
め
、
同
号

を
同
号

と
し
、
同
号

の
前
に

(34)

(47)

(47)

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
三
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
犬
及
び
猫
の
引
取
場
所
の
指
定

(42)

第
三
十
五
条
第
三
項
で
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
犬
及
び
猫
の
引
取
り

(43)

第
三
十
五
条
第
三
項
で
準
用
す
る
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
犬
及
び
猫
の
引
取
場
所
の
指

(44)
定

第
三
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
犬
及
び
猫
の
所
有
者
の
発
見
及
び
返
還
並
び
に
譲
渡

(45)

第
三
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
犬
、
猫
等
の
動
物
又
は
犬
、
猫
等
の
死
体
の
収
容

(46)
第
六
条
第
二
十
六
号
中

を
削
り
、
同
号

中
「
ね
こ
」
を
「
猫
」
に
、
「
引
取
場
所
の
指
定
」
を

(33)

(32)

「
引
取
り
の
拒
否
」
に
改
め
、
同
号

を
同
号

と
し
、
同
号
中

を

と
し
、

を

と
し
、

を

(32)

(41)

(31)

(40)

(30)

(39)

(29)

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

の
前
に
次

(38)

(28)

(37)

(27)

(36)

(26)

(35)

(25)

(34)

(24)

(33)

(33)

の
よ
う
に
加
え
る
。

第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
及
び
勧
告

(32)
第
六
条
第
二
十
六
号
中

を

と
し
、

を

と
し
、
同
号

の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

(23)

(31)

(22)

(30)

(30)

第
二
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

(24)

第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

(25)

第
二
十
四
条
の
四
で
準
用
す
る
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

(26)

第
二
十
四
条
の
四
で
準
用
す
る
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告

(27)

第
二
十
四
条
の
四
で
準
用
す
る
第
二
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令

(28)

第
二
十
四
条
の
四
で
準
用
す
る
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収
及
び
立
入

(29)
検
査

第
六
条
第
二
十
六
号
中

を

と
し
、
⒇
を

と
し
、
⒆
を

と
し
、
同
号
⒅
の
次
に
次
の
よ
う
に

(21)

(23)

(22)

(21)

加
え
る
。

⒆

第
二
十
二
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

⒇

第
二
十
二
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令

第
六
条
第
二
十
六
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
四
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
通
報
の
受
理

(48)
第
六
条
第
二
十
六
号
の
二
中
⑺
か
ら
⑼
ま
で
の
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

⑺

第
五
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
書
類
の
提
出
の
要
求

⑻

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
動
物
取
扱
責
任
者
研
修
の
開
催
及
び
通
知

⑼

第
十
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
書
類
の
提
出
の
要
求

第
六
条
第
二
十
六
号
の
二
中
⑽
を
削
り
、
⑾
を
⑽
と
し
、
⑿
を
⑾
と
し
、
⒀
を
⑿
と
し
、
⒁
を
⒀
と

し
、
⒂
を
⒁
と
し
、
⒃
を
⒂
と
し
、
⒄
を
⒃
と
し
、
⒅
を
⒄
と
し
、
同
号
⒆
中
「
第
十
八
条
第
四
項
」

を
「
第
十
八
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
号
⒆
を
同
号
⒅
と
し
、
同
号
⒇
中
「
第
十
八
条
第
四
項
」
を
「
第

十
八
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
号
⒇
を
同
号
⒆
と
し
、
同
号

中
「
第
十
八
条
第
四
項
」
を
「
第
十
八

(21)

条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
号

を
同
号
⒇
と
し
、
同
号

中
「
第
十
八
条
第
四
項
」
を
「
第
十
八
条
第

(21)

(22)

五
項
」
に
改
め
、
同
号

を
同
号

と
し
、
同
号

を
同
号

と
し
、
同
条
第
二
十
六
号
の
三
⑴
中
「
第

(22)

(21)

(23)

(22)

三
条
第
一
号
」
を
「
第
三
条
第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
⑵
中
「
第
三
条
第
三
号
」
を
「
第
三
条
第
四
号
」
───────────────────────────────────────────────────────────
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に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
行
政
経
営
課
）

訓

令

福
島
県
訓
令
第
八
号

本

庁

機

関

出

先

機

関

職
員
の
駐
在
及
び
駐
在
員
の
服
務
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

職
員
の
駐
在
及
び
駐
在
員
の
服
務
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

職
員
の
駐
在
及
び
駐
在
員
の
服
務
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
八
年
福
島
県
訓
令
第
三
十
四
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
常
磐
線
の
復
旧
に
係
る
新
地
町
内
の
用
地
取
得
の
あ
つ
せ
ん
に
関

す
る
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

東
京
電
力
株
式
会
社

双
葉
郡

葉
町
大
字
北
田
字
鐘

東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原

福
島
第
一
原
子
力
発

突
堂
五
番
地
の
六
（

葉
町
）

子
力
発
電
所
及
び
同
社
福
島
第
二
原

電
所
及
び
同
社
福
島

子
力
発
電
所
に
係
る
情
報
の
収
集
に

第
二
原
子
力
発
電
所

関
す
る
こ
と
。

に
係
る
情
報
の
収
集

に
関
す
る
業
務
に
従

事
す
る
職
員

別
表
県
民
健
康
管
理
調
査
に
係
る
調
査
の
実
施
の
企
画
及
び
関
係
機
関
と
の
調
整
に
関
す
る
業
務
に

従
事
す
る
職
員
の
項
中
「
県
民
健
康
管
理
調
査
」
を
「
県
民
健
康
調
査
」
に
改
め
、
同
表
桜
川
広
域
基

幹
河
川
改
修
に
関
す
る
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
項
を
削
り
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

吾
妻
土
湯
道
路
の
管

耶
麻
郡
猪
苗
代
町
大
字
若
宮
字

吾
妻
土
湯
道
路
の
管
理
に
関
す
る

理
に
関
す
る
業
務
に

朴
木
平
甲
二
九
六
三
番
地
の
九

こ
と
。

従
事
す
る
職
員

大
規
模
営
繕
工
事
の

田
村
郡
三
春
町
大
字
熊
耳
字
下

大
規
模
営
繕
工
事
の
監
理
に
関
す

監
理
に
関
す
る
業
務

荒
井
一
七
六
番
地
の
五

る
こ
と
。

に
従
事
す
る
職
員

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
行
政
経
営
課
）

福
島
県
訓
令
第
九
号

本

庁

機

関

出

先

機

関

福
島
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

福
島
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

福
島
県
事
務
決
裁
規
程
（
昭
和
四
十
四
年
福
島
県
訓
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
八
号
中
「
及
び
第
四
項
」
を
「
、
第
四
項
及
び
第
五
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
１
の
表
備
考
８
中
「空

港
利
活
用
担
当
課
長

」
の
次
に
「が

土
木
部
長
が
定
め
る
事

、
項
に
つ
い
て
は
行
政
組
織
規
則
第

23条の
３
に
規
定
す
る
復
興
住
宅
担
当
課
長

」
を
加
え
る
。

別
表
第
二
の
５
の
表
自
立
支
援
総
室
の
部
児
童
家
庭
課
の
項
４
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４
母
子
保
健
法

（昭
和

40年法
律
第

141

号

）の
施
行
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
こ
と
。

第
９
条
の
規
定
に
よ
る
知
識
の
普
及

○

別
表
第
二
の
５
の
表
自
立
支
援
総
室
の
部
障
が
い
福
祉
課
の
項
２
中
⒇
及
び

を
削
る
。

（21）

別
表
第
二
の
７
の
表
農
業
支
援
総
室
の
部
農
業
経
済
課
の
項
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

６
農
業
災
害
補
償
法

（昭
和

22年法
律
第

185

号

）の
施
行
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
こ
と
。

⑴
第

33条の
６
の
規
定
に
よ
る
仮
理
事
の

選
任

（農
林
事
務
所
の
区
域
を
超
え
な
い

区
域
を
地
区
と
す
る
農
業
共
済
組
合

（以
下

「農
林
事
務
所
未
満
の
共
済
組
合

」と
い
う

）に
係
る
も
の
に
限
る

⑵
か
ら

。
。

⑷
ま
で
に
お
い
て
同
じ

)

○

。

⑵
第

43条第
２
項
の
規
定
に
よ
る
認
可

○

───────────────────────────────────────────────────────────
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４
母
子
保
健
法
(昭
和
40年
法
律
第
141

号
)
の
施
行
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
こ
と
｡

第
９
条
の
規
定
に
よ
る
知
識
の
普
及

別
表
第
一
の
１
の
表
備
考
８
中｢空

港
利
活
用
担
当
課
長
｣

の
次
に｢が

､
土
木
部
長
が
定
め
る
事

項
に
つ
い
て
は
行
政
組
織
規
則
第
23条

の
３
に
規
定
す
る
復
興
住
宅
担
当
課
長
｣

を
加
え
る
。

６
農
業
災
害
補
償
法
(昭
和
22年

法
律
第
185

号
)
の
施
行
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
こ
と
｡

�
第
33条

の
６
の
規
定
に
よ
る
仮
理
事
の

選
任
(農
林
事
務
所
の
区
域
を
超
え
な
い

区
域
を
地
区
と
す
る
農
業
共
済
組
合
(以

下
｢農
林
事
務
所
未
満
の
共
済
組
合
｣
と

い
う
｡
)
に
係
る
も
の
に
限
る
｡

�
か
ら

�
ま
で
に
お
い
て
同
じ
｡
)

�
第
43条

第
２
項
の
規
定
に
よ
る
認
可

保健福祉事務所長

企画部長

�

�
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⑶

第

85条の

10第１
項
の
規
定
に
よ
る
認

可

○

⑷
第

87条の
２
第
４
項
の
規
定
に
よ
る
認

可

○

⑸
第

107条第
４
項
後
段

第

115条第
４

、
項
第

120条の
７
第
５
項
後
段
第

120

、
、

条
の

15第
６
項
後
段
及
び
第

120条
の

23

第
３
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
認
可

（主
務

大
臣
と
協
議
を
要
す
る
も
の
を
除
き

農、
林
事
務
所
未
満
の
共
済
組
合
に
係
る
も
の

に
限
る

）

○

。
⑹

第

142条の
２
の
規
定
に
よ
る
検
査

（第

142条
の
３
の
規
定
に
よ
る
検
査
の
事
後

確
認
検
査
に
係
る
も
の
及
び
農
林
事
務
所

未
満
の
共
済
組
合
に
係
る
も
の
に
限
る

）

○

。
⑺

第

150条の
２
第
１
項
た
だ
し
書
の
規

定
に
よ
る
指
定

○

７
天
災
に
よ
る
被
害
農
林
漁
業
者
等
に
対
す

る
資
金
の
融
通
に
関
す
る
暫
定
措
置
法

（昭
和

30年法
律
第

136号

）の
施
行
に
関
す
る
次

に
掲
げ
る
こ
と
。

第
７
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴

収
及
び
立
入
検
査

○
８

農
業
改
良
資
金
融
通
法

（昭
和

31年法
律

第

102号

）の
施
行
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
こ

と
。第６
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
資
格

の
認
定

○

９
山
村
振
興
法

（昭
和

40年法
律
第

64号

）

の
施
行
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
こ
と
。

第

17条の
規
定
に
よ
る
農
林
漁
業
経
営
改

善
計
画
の
基
準
適
合
の
認
定

○

10過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法

（平
成

12年法
律
第

15号

）の
施
行
に
関
す
る
次
に

掲
げ
る
こ
と
。

第

26条の
規
定
に
よ
る
農
林
漁
業
経
営
改

善
計
画
の
基
準
適
合
の
認
定

○

11福
島
県
農
業
改
良
資
金
貸
付
規
則
を
廃
止

す
る
規
則

（平
成

22年福
島
県
規
則
第

52号

）

附
則
第
２
項
及
び
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
規
則

に
よ
る
廃
止
前
の
福
島
県
農
業
改
良
資
金
貸

付
規
則

（昭
和

60年福
島
県
規
則
第

43号

）

の
施
行
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
こ
と
。

⑴
第
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
け

の
決
定

○

⑵
第

10条の
規
定
に
よ
る
貸
付
け
の
決
定

の
取
消
し
、
内
容
の
変
更
命
令
及
び
償
還

命
令

○

⑶
第

13条第
１
項
の
規
定
に
よ
る
償
還
金

の
支
払
猶
予
の
承
認

○

⑷
第

15条の
規
定
に
よ
る
事
業
計
画
の
変

更
等
の
承
認

○

⑸
第

15条の
２
の
規
定
に
よ
る
据
置
期
間

の
変
更
承
認

○

⑹
第

16条第
２
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の

徴
収
及
び
検
査

○

⑺
第

18条の
規
定
に
よ
る
弁
済
を
充
当
す

べ
き
債
務
の
指
定

○

別
表
第
二
の
７
の
表
農
業
支
援
総
室
の
部
農
業
経
済
課
金
融
共
済
室
の
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
第
八
号
の
改
正
規
定

は
、
同
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
行
政
経
営
課
）

福
島
県
教
育
委
員
会

福
島
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
一
号

教

育

庁

本

庁

教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
教
育
機
関

教
育
庁
職
員
の
駐
在
及
び
駐
在
員
の
服
務
等
に
関
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日

福
島
県
教
育
委
員
会

教
育
庁
職
員
の
駐
在
及
び
駐
在
員
の
服
務
等
に
関
す
る
規
程

（
職
員
の
駐
在
）

第
一
条

教
育
委
員
会
は
、
業
務
の
遂
行
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
訓
令
の
定
め
る
と

農業振興普及部長

�
第
85条

の
10第

１
項
の
規
定
に
よ
る
認

可�
第
87条

の
２
第
４
項
の
規
定
に
よ
る
認

可�
第
107条

第
４
項
後
段
､
第
115条

第
４

項
､
第
120条

の
７
第
５
項
後
段
､
第
120

条
の
15第

６
項
後
段
及
び
第
120条

の
23

第
３
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
認
可
(主
務

大
臣
と
協
議
を
要
す
る
も
の
を
除
き
､
農

林
事
務
所
未
満
の
共
済
組
合
に
係
る
も
の

に
限
る
｡)

�
第
142条

の
２
の
規
定
に
よ
る
検
査
(第

142条
の
３
の
規
定
に
よ
る
検
査
の
事
後

確
認
検
査
に
係
る
も
の
及
び
農
林
事
務
所

未
満
の
共
済
組
合
に
係
る
も
の
に
限
る
｡)

�
第
150条

の
２
第
１
項
た
だ
し
書
の
規

定
に
よ
る
指
定

７
天
災
に
よ
る
被
害
農
林
漁
業
者
等
に
対
す

る
資
金
の
融
通
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
(昭

和
30年
法
律
第
136号

)
の
施
行
に
関
す
る
次

に
掲
げ
る
こ
と
｡

第
７
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴

収
及
び
立
入
検
査

８
農
業
改
良
資
金
融
通
法
(昭
和
31年

法
律

第
102号

)
の
施
行
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
こ

と
｡第
６
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
資
格

の
認
定

９
山
村
振
興
法
(昭
和
40年

法
律
第
64号

)
の
施
行
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
こ
と
｡

第
17条

の
規
定
に
よ
る
農
林
漁
業
経
営
改

善
計
画
の
基
準
適
合
の
認
定

10
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
(平
成

12年
法
律
第
15号

)
の
施
行
に
関
す
る
次
に

掲
げ
る
こ
と
｡

第
26条

の
規
定
に
よ
る
農
林
漁
業
経
営
改

善
計
画
の
基
準
適
合
の
認
定

11
福
島
県
農
業
改
良
資
金
貸
付
規
則
を
廃
止

す
る
規
則
(平
成
22年
福
島
県
規
則
第
52号
)

附
則
第
２
項
及
び
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
規
則

に
よ
る
廃
止
前
の
福
島
県
農
業
改
良
資
金
貸

付
規
則
(昭
和
60年

福
島
県
規
則
第
43号

)
の
施
行
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
こ
と
｡

�
第
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
け

の
決
定

�
第
10条

の
規
定
に
よ
る
貸
付
け
の
決
定

の
取
消
し
､
内
容
の
変
更
命
令
及
び
償
還

命
令

�
第
13条

第
１
項
の
規
定
に
よ
る
償
還
金

の
支
払
猶
予
の
承
認

�
第
15条

の
規
定
に
よ
る
事
業
計
画
の
変

更
等
の
承
認

�
第
15条

の
２
の
規
定
に
よ
る
据
置
期
間

の
変
更
承
認

�
第
16条

第
２
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の

徴
収
及
び
検
査

�
第
18条

の
規
定
に
よ
る
弁
済
を
充
当
す

べ
き
債
務
の
指
定
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こ
ろ
に
よ
り
、
職
員
を
し
て
、
そ
の
所
属
す
る
機
関
の
所
在
す
る
場
所
以
外
の
場
所
に
駐
在
さ
せ
、

勤
務
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

（
服
務
）

第
二
条

前
条
の
規
定
に
よ
り
駐
在
す
る
職
員
の
服
務
に
つ
い
て
は
、
こ
の
訓
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ

か
、
福
島
県
教
育
庁
等
服
務
規
程
（
平
成
十
五
年
福
島
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
十
二
号
）
に
規
定
す

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
駐
在
員
の
駐
在
の
場
所
及
び
そ
の
職
務
）

第
三
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
所
属
す
る
機
関
の
所
在
す
る
場
所
以
外
の
場
所
に
駐
在
さ
せ
、

勤
務
さ
せ
る
職
員
（
以
下
「
駐
在
員
」
と
い
う
。
）
は
、
別
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
職
員
と
す
る
。

２

駐
在
員
は
、
辞
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
別
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
駐
在
し
、
同
表
の

下
欄
に
掲
げ
る
業
務
に
従
事
す
る
も
の
と
す
る
。

（
他
の
機
関
の
協
力
等
）

第
四
条

駐
在
員
の
駐
在
の
場
所
が
教
育
事
務
所
又
は
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
教
育
機
関
で
あ

る
と
き
は
、
当
該
教
育
事
務
所
又
は
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
教
育
機
関
の
長
は
、
当
該
駐
在

員
が
駐
在
し
て
い
る
間
は
、
そ
の
業
務
の
執
行
に
つ
い
て
、
当
該
駐
在
員
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

２

教
育
事
務
所
又
は
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
教
育
機
関
に
駐
在
し
て
い
る
駐
在
員
は
、
そ
の

業
務
の
執
行
に
つ
い
て
当
該
教
育
事
務
所
又
は
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
教
育
機
関
の
長
と
連

絡
を
密
に
し
、
こ
れ
を
円
滑
に
処
理
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
報
告
）

第
五
条

駐
在
員
は
、
毎
月
十
日
ま
で
に
、
前
月
分
の
勤
務
状
況
報
告
書
（
第
一
号
様
式
）
を
所
属
長

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
教
育
事
務
所
又
は
教
育
委
員
会
の
所
管
に

属
す
る
教
育
機
関
に
駐
在
し
て
い
る
駐
在
員
に
あ
っ
て
は
、
当
該
勤
務
状
況
報
告
書
の
提
出
に
つ
い

て
は
、
教
育
事
務
所
又
は
当
該
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
教
育
機
関
の
長
を
経
由
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
簿
冊
）

第
六
条

駐
在
員
は
、
そ
の
駐
在
の
場
所
に
、
次
に
掲
げ
る
簿
冊
を
備
え
、
常
時
こ
れ
を
整
理
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

出
勤
簿
（
福
島
県
教
育
庁
等
服
務
規
程
様
式
第
二
号
）

二

文
書
整
理
補
助
簿
（
福
島
県
教
育
委
員
会
文
書
等
管
理
規
則
（
平
成
十
二
年
福
島
県
教
育
委
員

会
規
則
第
二
十
一
号
）
様
式
第
三
号
に
準
ず
る
様
式
に
よ
る
も
の
）

三

消
耗
品
受
払
補
助
簿
（
福
島
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
福
島
県
規
則
第
十
七
号
）
第
七
十

七
号
様
式
（
そ
の
一
の
二
）
に
準
ず
る
様
式
に
よ
る
も
の
）

四

郵
便
切
手
受
払
補
助
簿
（
福
島
県
財
務
規
則
第
七
十
七
号
様
式
（
そ
の
三
の
二
）
に
準
ず
る
様

式
に
よ
る
も
の
）

五

勤
務
日
誌
（
第
二
号
様
式
）

（
委
任
）

第
七
条

こ
の
訓
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
訓
令
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
教
育
長
が

別
に
定
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
（
第
三
条
関
係
）

双
葉
郡
へ
の
学
校
設

い
わ
き
市
四
倉
町
字
五
丁
目
四

双
葉
郡
へ
の
学
校
設
置
に
関
す
る

置
に
関
す
る
業
務
に

番
地
（
四
倉
高
等
学
校
）

こ
と
。

従
事
す
る
職
員

県
立
学
校
に
係
る
学

福
島
市
舟
場
町
二
番
一
号
（
県

県
北
教
育
事
務
所
管
内
区
域
に
所

校
管
理
及
び
人
事
管

北
教
育
事
務
所
）

在
す
る
県
立
学
校
に
係
る
学
校
管
理

理
の
指
導
及
び
助
言

及
び
人
事
管
理
の
指
導
及
び
助
言
に

に
関
す
る
業
務
に
従

関
す
る
こ
と
。

事
す
る
職
員

郡
山
市
麓
山
一
丁
目
一
番
一
号

県
中
教
育
事
務
所
及
び
県
南
教
育

（
県
中
教
育
事
務
所
）

事
務
所
管
内
区
域
に
所
在
す
る
県
立

学
校
に
係
る
学
校
管
理
及
び
人
事
管

理
の
指
導
及
び
助
言
に
関
す
る
こ
と
。

会
津
若
松
市
追
手
町
七
番
三
一

会
津
教
育
事
務
所
及
び
南
会
津
教

号
（
会
津
教
育
事
務
所
）

育
事
務
所
管
内
区
域
に
所
在
す
る
県

立
学
校
に
係
る
学
校
管
理
及
び
人
事

管
理
の
指
導
及
び
助
言
に
関
す
る
こ

と
。

南
相
馬
市
原
町
区
錦
町
一
丁
目

相
双
教
育
事
務
所
管
内
区
域
に
所

三
〇
番
地
（
相
双
教
育
事
務
所
）

在
す
る
県
立
学
校
に
係
る
学
校
管
理

及
び
人
事
管
理
の
指
導
及
び
助
言
に

関
す
る
こ
と
。

い
わ
き
市
平
字
梅
本
一
五
番
地

い
わ
き
教
育
事
務
所
管
内
区
域
に

（
い
わ
き
教
育
事
務
所
）

所
在
す
る
県
立
学
校
に
係
る
学
校
管

理
及
び
人
事
管
理
の
指
導
及
び
助
言

に
関
す
る
こ
と
。

埋
蔵
文
化
財
の
保
護

南
相
馬
市
原
町
区
本
町
一
丁
目

埋
蔵
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
こ

に
関
す
る
業
務
に
従

三
一
番
地

と
。

事
す
る
職
員



平成26年３月28日 金曜日 福 島 県 報 号外第15号5

第 １ 号 様 式 （ 第 ５ 条 関 係 ）

駐 在 場 所 の
所 属 長 課 長

機 関 の 長

年 月 分 勤 務 状 況 報 告 書

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6
職 ・ 氏 名

17 18 1 9 2 0 2 1 2 2 2 3 2 4 2 5 2 6 2 7 2 8 2 9 3 0 3 1

備 考

年 月 日

様

職 氏 名 （ 記 名 押 印 又 は 署 名 ）

注 １ 駐 在 員 が ２ 人 以 上 の 場 合 は 、 上 席 者 が 他 の 駐 在 員 の 分 を 取 り ま と め 、 所 属 長
に 提 出 す る こ と 。

２ 記 入 の 要 領 は 、 福 島 県 教 育 庁 等 服 務 規 程 に 定 め る 出 勤 簿 の 記 入 の 例 に よ る こ
と 。 た だ し 、 出 勤 に つ い て は 、 押 印 に 代 え ○ 印 と す る こ と 。

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━



平成26年３月28日 金曜日 福 島 県 報 号外第15号 6

第 ２ 号 様 式 （ 第 ６ 条 関 係 ）

勤 務 日 誌

年 月 日 （ 曜 日 ） 天 候

そ の 他
職 ・ 氏 名 出 勤 出 張 年 休 病 休 特 休 欠 勤 出 張 先

の 休 暇

処 理 事 務 の 内 容 等

そ の 他 特 記 す べ き
事 項

備 考

注 １ 駐 在 員 が ２ 人 以 上 の 場 合 は 、 上 席 者 が 他 の 駐 在 員 の 分 を 取 り ま と め 、 整 理 す る
こ と 。

２ 「 出 勤 」 、 「 出 張 」 、 「 年 休 」 、 「 病 休 」 、 「 そ の 他 の 休 暇 」 、 「 特 休 」 及 び
「 欠 勤 」 の 欄 に は 、 該 当 欄 に ○ 印 を 付 す こ と 。

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━



平成26年３月28日 金曜日 福 島 県 報 号外第15号7

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

（
教
育
総
務
課
）

福
島
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
二
号

教

育

庁

本

庁

教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
教
育
機
関

指
導
主
事
の
駐
在
及
び
服
務
等
に
関
す
る
規
程
を
廃
止
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日

福
島
県
教
育
委
員
会

指
導
主
事
の
駐
在
及
び
服
務
等
に
関
す
る
規
程
を
廃
止
す
る
規
程

指
導
主
事
の
駐
在
及
び
服
務
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
五
年
福
島
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
一
号
）

は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
健
康
教
育
課
）

福
島
県
人
事
委
員
会

勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日

福
島
県
人
事
委
員
会

委
員
長

今

野

順

夫

福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
八
号

勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
審
査
委
員
の
指
名
等
）

第
七
条
の
二

人
事
委
員
会
は
、
要
求
を
受
理
し
た
場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

人
事
委
員
会
委
員
又
は
事
務
局
長
を
審
査
委
員
に
指
名
し
、
第
八
条
か
ら
第
十
条
ま
で
に
規
定
す
る

人
事
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

人
事
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
審
査
委
員
を
二
人
以
上
指
名
し
た
と
き
は
、
当
該
審
査
委

員
の
う
ち
一
人
を
審
査
委
員
長
に
指
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
総
務
審
査
課
）

福
島
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
一
号

人
事
委
員
会
事
務
局

福
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日

福
島
県
人
事
委
員
会

委
員
長

今

野

順

夫

福
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

福
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
（
昭
和
五
十
二
年
福
島
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
信
書
郵
便
物
等
」
を
「
信
書
便
物
等
」
に
改
め
る
。

「
同

第
十
三
条
第
一
項
中
「
同

福
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長
職
務
代
理
者
印

方

二
十
四
」
を

同同

福
島
県
人
事
委
員
会
委
員
長
職
務
代
理
者
印

方

二
十
四

福
島
県
人
事
委
員
会
審
査
委
員
長
印

方

二
十
三

に
改
め
る
。

福
島
県
人
事
委
員
会
審
理
委
員
長
印

方

二
十
三
」

「

人
会
職
印者

県
員
長
理

島
委
員
代

福
事
委
務

「

人
会
職
印

事

査

印

者

人

審

県
員
長

長

別
表
第
二
中

理

を

県

会

に
改
め
る
。

島
委
員

員

代

島

員

福
事
委
務

福

委

委

」

事

理

印

人

審

長

県

会

員

島

員

福

委

委

」

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
総
務
審
査
課
）

福
島
県
人
事
委
員
会
告
示
第
二
号

公
印
を
次
の
よ
う
に
新
調
し
、
平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日
そ
の
使
用
を
開
始
す
る
。



【定価 １箇月 3,390円】 発行者 福 島 県
印刷所 株式会社 第 一 印 刷再生紙を使用しています｡

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日

福
島
県
人
事
委
員
会

委
員
長

今

野

順

夫

職
印

公
印
の
名
称

印

影

福
島
県
人
事
委
員
会
審

査
委
員
長
印

福
島
県
人
事
委
員
会
審

理
委
員
長
印

（
総
務
審
査
課
）
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